
ワクチンに関するプロジェク トチーム・厚生労働部会合同会議次第

平成 22年 8月 .3日 (火 )

8時  党本部 リバテ ィ4号室

【議題】子宮頸がん予防措置の実施の推進に関する法律案について
公明党より説明

一、開会・進行 松 本   純 P丁座長

一、挨拶 加 藤 勝 信 厚生労働部会長

一、子宮頸がん予防措置の実施の推進に関する法律案について
(説明)公 明党副代表 法案提案者 松 あきら 参議院議員

(質疑・応答 )

一、閉会

【出席省庁】

参議院法制局  山岸 第二部副部長

村上  ″ 第一課長

厚生労働省

健康局    亀井 結核感染症課長

藤井 新型インフルエンザ対策本部次長
鈴木 がん対策推進室長



子宮頸がん予防措置の実施の推進に関する法律案の概要

目的

現状の 1巴握

科学00知見

子宮頸がんの女性の生活の質への形響の深亥」イヒ・子宮頸がんによる死亡率が高い状況

子宮

乖fん

は適0寺適切な予防1昌置により「予防できるがん」

子宮頸がんに文」する「がん対策」として、早急に子宮頸がん予防措置を普及することが極めて重要

子宮頸がん予防方針の策定、子宮頸がん予防措置の実施の推進のための具体09施策等を定め、

子宮頸がんの確実な予防を図る

子宮頸がん予防施策の着実な実施に関する事項

子宮頸がん予防方針の策定

厚生労働大臣が、/」
|ん文]策推進協議会・厚生科学審議会の意見を聴いて策定 (3年 ごとに見直 し)

関係者相互の連携及び協力

国、地ん公共団体、医療機関、健康1曽進事業実施者、教育機関その他の関係者の相互連携・協力

子富頸がんの予防の状況に関する登録制度の実施の促進篭二重策の強ユ・見直 し

子宮頸がん予防ワクチン接種の状況、前がん病変の発生及び保有の状況等に関する登録等

財政上の措置についての適切な配慮

子宮頸がん及び子宮頸がんの予防に関する正しい知識の普及等

①子宮頸がん及び子宮頸がんの予防に関する正しい知識の普及・子宮頸がん予防措置に関する意識の啓発

②子宮頸がん予防措置に関する相談体制等の整備

子宮頸がん予防措置の実施の推進

[子宮頸がん予防ワクチン接種の実施の推進
~~~~1

国・地方
/AN共

団体による実施の推進・実施体制の整備

・居住地域を問わない接種機会の均てん化

二堕塑界の観点か らの鐘種の重点化

・効果の高い年齢lgiへの接種の重点イヒ
,特定年齢{12歳■を想庁への一斉接種 (市区町

村の努力義務 )

適切かつ有効な実施のための情報の提供

・市区町村、医療機関、教育機関等への情報提供

・接種を受けようとする者等への情報提供

安全な実施のための聾置

・医療従事者に対する研修等

-2回

』鑓 等の促進
・ワクチンの安定供給の確保、新型ワクチンの

開発等に関する調査研究

国庫補助

・特定年齢 12歳等を想庭への一斉接種は、全部

補助
。それ以タトについては、一部補助可能

前がん病変に係る適切な医療の提供の実施の推進

前がん病変の的確な診断と適切な対処により子宮頸

がんへの進行を防止するため、医師等に文]する適切な

医療の提供に関する研修の機会の確保等必要な施策

※施行期日 :公布の日から超算して6月を超えない範囲内において政令で定める日

※子宮頸がん予防ワクチン接種に係る健康被害の救済l呂 置の在り方等についての検討条項を規定

来必要経費 平年度約550億 円

[子宮頸がん予防検診 側胞診・HPV検葛

~の

実施の推蓬

~|

旦二地方公共団体による実施の推進・実施体制の整備
・居住地上或を問わない受診機会の掏てん化

市区町村が行う子宮頸がん途診の拡充による塞塵
・市区町村の子宮頸がん検診を予防検診にまで拡充

適切かつ有効な実施のとのの情量の提供
・市区町本」、医療機関等への情報提供
・受診しようとする者への情報提供

笏 ¨
。研修の機会の確保等による人材の育成
・予防検診の方法等に関する調査研究

市区町村に対する国庫補助等
.市区町村が実施するもので|き に必要な年齢‐30歳かっ

65歳まで5歳 [lと を聟庁1の検診については、全gB補助
。それ以外については、必要な財政上の措置



議 員 各 位

代表呼びかけ人 参議院議員 松 あきら

呼びかけ人 衆議院議員 野田聖子、坂ロ カ、

参議院議員 石井みどり、丸り:1珠代、

平成22年 7月 30日

斎藤鉄夫、古屋範子

三原じゅん子、木庭健太郎、渡辺孝男

傾不同 。敬称略)

宮頸がん予防を確立するための院内緊急集会のお知らせ

力!んは我が国における死亡原因の第 1位です。このうち子宮頸がんは若い女

性に最も多いがんであり、最近は増加傾向にあります。子宮頸がんは発見が遅
れれば死に至るリスクも高く、子宮全摘などの手術を施した場合、術後の生活
の困難さは深刻なものがあります。

しかし、子宮頸がんは他のがんと違い、HPV(ヒ トパピローマウイルス)

による感染が原因であり、予防ワクチンにより発症を防げるなど、検診とワク

チン接種により100%の予防が可能です。すでに、先進各国では、予防体制
を整え、高い検診率と公費によるワクチン接種を実現しています。日本の多く
の女性の間でも、認識の高まりにつれ、何故わが国行政は効果的な手を打とう
としないのかという疑間の声が高まっています。

そこで、「子宮頸がん予防法案」の共同提出により、子宮頸がん予防について

明確な根拠を担保したいと考えております。この機会にすべての国会議員の皆
様と認識と理解を共有し、広く国民のために政治的対立をのりこえて対処を考
えて参りたいと存じます。是非、各会派の議員の皆様にお力を借りし、子宮頸
がんの予防を確立させたいと願い、緊急院内集会を開催させていただくことに

致しました。どうか、趣旨をご理解いただき、先生方にご参集をお願いする

次第でございます。

日 時 平成 22年 8月 6日 (金)12:00～
衆議院第 1議員会館第 3会議室

ビデオメッセージ           女 優 仁科 亜季子
子宮頸がん予防確立に向けて 自治医科大学教授 鈴木光明先生

日本医師会常任理事 今村定臣先生
ご挨拶・意見表明               有 志 餞 員

問合せ先 参議院議員松あきら事務所  (参内50419)
(直通6550-0419)

※すべての国会議員にご案内しております。

所

容

場

内



子
官
頸
が
ん
予
防
措
置
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（案
）

目
次第

二
早
　
総
則

（第

一
条

・
第
二
条
）

第
二
章
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
等

（第
二
条
―
第
六
条
）

第
三
章
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
具
体
的
な
施
策

第

一
節
　
子
宮
頸
が
ん
及
び
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
等

（第
七
条

・
第
八
条
）

第
二
節
　
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
の
推
進

（第
九
条
―
第
十
四
条
）

第
三
節
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
実
施
の
推
進

（第
十
五
条
―
第
十
九
条
）

第
四
節
　
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変
に
係
る
適
切
な
医
療
の
提
供
の
実
施
の
推
進

（第
二
十
条
）

附
則

第

一
章
　
総
則

（目
的
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
罹
患
が
女
性
の
生
活
の
質
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
近
年
の
子
官
頸

一



二

が
ん
の
罹
患
の
若
年
化
の
進
行
が
当
該
影
響
を

一
層
深
刻
な
も
の
と
し
て
い
る
状
況
及
び
そ
の
罹
患
に
よ
る
死
亡
率
が
高
い

状
況
に
あ
る
こ
と
並
び
に
大
部
分
の
子
官
頸
が
ん
に
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
が
関
与
し
て
お
り
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
及
び
子
官
頸
部
の
前
が
ん
病
変

（子
官
頸
が
ん
に
係
る
子
官
頸
部
の
異
形
成
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
前
に
お
け
る

子
宮
頸
部
の
病
変
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
等
の
適
時
か
つ
適
切
な
予
防
措
置

ヽ
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
相
当
程
度
の
高
い
確
率
で
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
子
宮
頸
が
ん
に
対
す
る
が
ん
対
策
と
し
て
、
早
急
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
を
普
及
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、
子
官
頸
が
ん
予
防
方
針
の
策
定
、
子
官
頸
が
ん
予
防
措
置
の
実
施
の
推
進
の
た
め
に
講
ず
る
具
体
的
な

施
策
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
子
官
頸
が
ん
の
確
実
な
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
」
と
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
子
官
頸
が
ん
予
防
検

診
及
び
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変
に
係
る
医
療
の
提
供
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
と
は
、
子
宮
頸
が
ん
に
関
与
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
免
疫
の
効
果
を
得
さ
せ
る
た
め
、
当
該
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
防
止
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確



認
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
を
人
体
に
注
射
し
、
又
は
接
種
す
る
こ
と
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
」
と
は
、
細
胞
診

（子
宮
頸
部
か
ら
採
取
し
た
細
胞
に
よ
り
行
う
検
査
及

び
診
断
を
い
う
。
）
と
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ゥ
イ
ル
ス
核
酸
検
査

（子
宮
頸
が
ん
に
関
与
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
の
有
無
を
診
断
す
る
た
め
の
検
査
を
い
う
。
）
を
併
用
し
て
行
う
検
査
及
び
診
断
を
い
う
。

第
二
章
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
等

（子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
の
策
定
）

第
三
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
官
頸
が
ん
の
確
実
な
予
防
を
図
る
た
め
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
施
策
を
円
滑
か
つ
着
実
に
実

施
す
る
た
め
の
方
針

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「子
官
頸
が
ん
予
防
方
針
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一　

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
を
推
進
す
る
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

一
一　
子
宮
頸
が
ん
及
び
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
並
び
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
に
関
す
る
国
民

の
意
識
の
啓
発
に
関
す
る
事
項

〓
一　
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
事
項

三



四

四
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
事
項

五
　
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変
に
係
る
適
切
な
医
療
の
提
供
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
事
項

エハ
　
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

七
　
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に
当
た

っ
て
の
関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
力
に
関
す
る
事
項

八
　
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
の
状
況
の
把
握
及
び
分
析
に
関
す
る
事
項

九
　
そ
の
他
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
円
滑
か
つ
着
実
な
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
国
際
的
動
向
に
十

分
配
慮
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協

議
す
る
と
と
も
に
、
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
及
び
厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
を
策
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価
を
踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
三
年
ご
と
に
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



７
　
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
力
）

第
四
条
　
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
機
関
、
健
康
増
進
事
業
実
施
者

（健
康
増
進
法

（平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
第
六

条
に
規
定
す
る
健
康
増
進
事
業
実
施
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
教
育
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
確
実

な
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
に
当
た
り
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（子
宮
頸
が
ん
の
予
防
の
状
況
に
関
す
る
登
録
制
度
の
実
施
の
促
進
等
）

第
五
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
検
証
及
び
見
直
し
に
よ
り
子
宮
頸
が
ん
の
予
防

の

一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状

況
、
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変
の
発
生
及
び
保
有
の
状
況
、
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変
に
係
る
医
療
の
提
供
の
状
況
、
子
宮

頸
が
ん
へ
の
進
行
の
状
況
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
の
状
況
を
把
握
し
、
分
析
す
る
た
め
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、

こ
れ
ら
に
係
る
事
実
を
収
集
す
る
た
め
の
登
録
に
関
す
る
制
度
の
実
施
の
促
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

Ｚ
Ｏ

。

五



六

（財
政
上
の
措
置
に
つ
い
て
の
適
切
な
配
慮
）

第
六
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
第
十
四
条
及
び
第
十
九
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
子
宮
頸
が
ん

の
予
防
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
財
政
上
の
措
置
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
具
体
的
な
施
策

第

一
節
　
子
宮
頸
が
ん
及
び
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
等

（知
識
の
普
及
及
び
意
識
の
啓
発
）

第
七
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
及
び
家
庭
教
育
に
お
け
る
子
宮
頸
が
ん
及
び
子
宮
頸
が
ん
の
予

防
に
関
す
る
教
育
の
推
進
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
広
報
活
動
の
充
実
等
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
及
び
子
官
頸
が
ん
の
予
防
に
関

す
る
正
し
い
知
識
を
普
及
し
、
並
び
に
こ
れ
を
通
じ
た
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
に
関
す
る
国
民
の
意
識
の
啓
発
を
図
る
た
め
、

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（相
談
体
制
等
の
整
備
）

第
八
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
国
民
自
ら
の
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
予

防
措
置
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
的
確
な
情
報
の
提
供
及
び
適
切
な
指
導
又
は
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な



体
制
の
整
備
を
図
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節
　
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
の
推
進

（実
施
の
推
進
及
び
実
施
体
制
の
整
備
）

第
九
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
互
に
連
携
を
図
り
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
そ
の
者
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
適
時
か

つ
適
切
な
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
機
関
、
健
康
増
進
事
業
実
施

者
、
教
育
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、
こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

へ
の
取

組
を
促
進
す
る
た
め
の
援
助
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備

を
図
る
も
の
と
す
る
。

（予
防
効
果
の
観
点
か
ら
の
重
点
化
）

第
十
条
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
お
け
る
子
宮
頸
が
ん
の
罹
患
の
現
状
を
踏
ま
え
、
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
予
防
効
果
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
の
年
齢
の
者
に
対
す
る
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
確
実
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
特
に
重
点
を
置
い
て
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な

七



八

ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
重
点
を
置
い
て
推
進
さ
れ
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
あ

っ
て
、
同
項
の
範
囲
の
年
齢
の

者
の

一
般
的
な
心
身
の
発
達
の
程
度
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
防
効
果
の
持
続
期
間
と
の
関
係
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
年
齢
と
し
て
政
令
で
定

め
る
年
齢
の
者
に
対
す
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

（特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が

こ
れ
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
医
療
機
関
及
び
教
育
機
関
に
対
し
、
当

該
市
町
村
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（適
切
か
つ
有
効
な
実
施
の
た
め
の
情
報
の
提
供
等
）

第
十

一
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
、
市
町
村
、
健
康

増
進
事
業
実
施
者
、
医
療
機
関
、
教
育
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
そ
の
有
効
性
及
び
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
な
事
項
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
に
当
た
り
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
な
情
報
の
提
供
そ
の
他
の

援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
保
護
者

（親
権
を
行
う
者
又
は



後
見
人
を
い
う
。
）
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性
及
び
安
全
性
に
関
す
る
事
項
、
接
種
時
期
及
び

接
種
回
数
そ
の
他
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
又
は
受
け
さ
せ
る
こ
と
の
判
断
に
資
す
る
重
要
な
事
項
に
関
す

る
情
報
が
確
実
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（安
全
な
実
施
の
た
め
の
措
置
）

第
十
二
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
研
修
の

機
会
の
確
保
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
安
全
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

Ｚ

つ

。（
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給
の
確
保
及
び
研
究
開
発
等
の
促
進
）

第
十
三
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
よ
う
、
必
要
な
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん

の
予
防
効
果
の

一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、
予
防
効
果
の
高
い
新
型
の
ワ
ク
チ
ン
並
び
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
予
防
効
果
の
持
続
性
の
向
上
及
び
接
種
回
数
の
減
少
に
よ
る
こ
れ
を
受
け
る
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ク

チ
ン
の
開
発
に
関
す
る
調
査
研
究
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
。

九



一
〇

（国
庫
補
助
）

第
十
四
条
　
国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
の
全
部
を
補
助
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
一馴
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
国
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
者
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に

お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
実
施
の
推
進

（実
施
の
推
進
及
び
実
施
体
制
の
整
備
）

第
十
五
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
互
に
連
携
を
図
り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
実
施
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
健

康
増
進
事
業
実
施
者
及
び
医
療
機
関
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、
こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診

へ
の
取
組
及
び

必
要
な
人
材
の
確
保
を
促
進
す
る
た
め
の
援
助
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制

め
整
備
を
図
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
当
た

っ
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診

の
受
診
率
の
向
上
が
、
子
官
頸
部
の
前
が
ん
病
変
の
早
期
発
見
と
適
切
な
医
療
の
提
供
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
へ
の
進
行
の
防



止
及
び
生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
受
診
し
よ
う
と
す
る
者
が
そ
の
居
住
す
る

地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
受
け
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。

（市
町
村
が
行
う
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
拡
充
に
よ
る
実
施
）

第
十
六
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
検
診

（健
康
増
進
法
第
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
実
施

す
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
い
う
。
第
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
に
ま
で
拡
充
し
て
実

施
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
受
診
を
促
す
た
め
の
通
知
の
送
付
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
受
診
率
の
向
上
に
資
す
る
た

め
の
措
置
が
併
せ
て
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
市
町
村
に
対
し
必
要
な
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
援
助
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（適
切
か
つ
有
効
な
実
施
の
た
め
の
情
報
の
提
供
等
）

第
十
七
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
、
市
町
村
そ
の
他
の
健
康
増

進
事
業
実
施
者
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
実
施
す
る
者
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
項
目
及

び
方
法
並
び
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
実
施
に
当
た
り
留
意
す
べ
き
事
項
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
結
果
に
関
し
通
知

に
記
載
す
べ
き
事
項
及
び
当
該
受
診
者
に
対
し
て
説
明
す
べ
き
内
容
に
関
す
る
事
項
等
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
実
施
に
関

三



一
二

し
必
要
な
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
安
全
性
及
び
有

効
性
、
検
査
の
方
法
、
子
官
頸
が
ん
予
防
検
診
の
結
果
に
応
じ
た
対
処
の
方
法
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
適
切
か

つ
有
効
に
受
診
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が
確
実
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（子
官
頸
が
ん
予
防
検
診
の
精
度
の
向
上
の
た
め
の
施
策
）

第
十
八
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
確
実
な
予
防
に
資
す
る
よ
う
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修

の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
精
度
の
高
い
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
知
識
及
び
能
力
を
有
す

る
人
材
の
育
成
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
精
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
方
法
等
に

関
す
る
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
。

（市
町
村
に
対
す
る
国
庫
補
助
等
）

第
十
九
条
　
国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
に
ま
で
拡
充
し
て
市
町
村
が
実
施
す

る
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
う
ち
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
効
果
の
観
点
か
ら
特
に
そ
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
な
政



令
で
定
め
る
年
齢
で
実
施
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
の
全
部
を
補
助
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
ュ則
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
に
ま
で
拡
充
し
て
市
町
村
が
実
施
す

る
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節
　
子
官
頸
部
の
前
が
ん
病
変
に
係
る
適
切
な
医
療
の
提
供
の
実
施
の
推
進

第
二
十
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
結
果
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
子

宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変
の
状
態
に
関
す
る
的
確
な
診
断
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
適
切
な
対
処
に
よ
り
子
官
頸
部
の
前
が
ん

病
変
が
子
宮
頸
が
ん
に
進
行
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
適
切
な
医
療
の
提
供
に

関
す
る
研
修
の
機
会
の
確
保
そ
の
他
の
適
切
な
医
療
の
提
供
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（検
討
）

２
　
政
府
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
状
況
等
を
勘
案
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
法
制
上
の

一
一一一



一
四

位
置
付
け
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
検
討
を

加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（厚
生
労
働
省
設
置
法
の

一
部
改
正
）

３
　
厚
生
労
働
省
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第

一
項
中
第
十
七
号
の
三
を
第
十
七
号
の
四
と
し
、
第
十
七
号
の
二
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

十
七
の
三
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
二
年
法
律
第
　
　
　
号
）
第
三
条
第

一

項
に
規
定
す
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
条
第

一
項
第
四
号
中

「感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
年
法
律
第
百

十
四
号
）
」
を

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
法
律
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
」
に
改
め
る
。

第
十

一
条
の
三
中

「
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
」
を

「及
び
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る

法
律
並
び
に
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
」
に
改
め
る
。



理
　
由

子
宮
頸
が
ん
の
罹
患
が
女
性
の
生
活
の
質
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
近
年
の
子
宮
頸
が
ん
の
罹
患
の
若
年
化

の
進
行
が
当
該
影
響
を

一
層
深
刻
な
も
の
と
し
て
い
る
状
況
及
び
そ
の
罹
患
に
よ
る
死
亡
率
が
高
い
状
況
に
あ
る
こ
と
並
び
に

大
部
分
の
子
宮
頸
が
ん
に
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
が
関
与
し
て
お
り
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
及
び
前
が
ん
病
変
の
早
期

発
見
と
早
期
治
療
等
の
適
時
か
つ
適
切
な
予
防
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
相
当
程
度
の
高
い
確
率
で
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
宮
頸
が
ん
に
対
す
る
が
ん
対
策
と
し
て
、
早
急
に

子
官
頸
が
ん
予
防
措
置
を
普
及
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
子
宮
頸
が
ん
の
確
実
な
予
防
を
図
る
た

め
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
の
策
定
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
の
実
施
の
推
進
の
た
め
に
講
ず
る
具
体
的
な
施
策
等
に
つ
い
て

定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

一
五



こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
と
な
る
経
費

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
と
な
る
経
費
は
、
平
年
度
約
五
百
五
十
億
円
の
見
込
み
で
あ
る
。

七



子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
要
綱

第

一　
総
則

一　

目
的

こ
の
法
律
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
罹
患
が
女
性
の
生
活
の
質
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
近
年
の
子
官
頸
が

ん
の
罹
患
の
若
年
化
の
進
行
が
当
該
影
響
を

一
層
深
刻
な
も
の
と
し
て
い
る
状
況
及
び
そ
の
罹
患
に
よ
る
死
亡
率
が
高
い

状
況
に
あ
る
こ
と
並
び
に
大
部
分
の
子
宮
頸
が
ん
に
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
が
関
与
し
て
お
り
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
及
び
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変

（子
宮
頸
が
ん
に
係
る
子
宮
頸
部
の
異
形
成
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
前
に
お

け
る
子
宮
頸
部
の
病
変
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
等
の
適
時
か
つ
適
切
な
予
防
措
置
を
講
ず
る

こ
と
に
よ
り
相
当
程
度
の
高
い
確
率
で
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
子
宮
頸
が
ん
に
対
す
る
が
ん
対
策
と
し
て
、
早
急
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
を
普
及
す
る
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
の
策
定
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
の
実
施
の
推
進
の
た
め
に
講

ず
る
具
体
的
な
施
策
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
子
官
頸
が
ん
の
確
実
な
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第

一
条
関
係
）

一



二

一
一　
定
義

１
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
」
と
は
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検

診
及
び
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変
に
係
る
医
療
の
提
供
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
と
は
、
子
官
頸
が
ん
に
関
与
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
の
効
果
を
得
さ
せ
る
た
め
、
当
該
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
防
止
に
有
効
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
を
人
体
に
注
射
し
、
又
は
接
種
す
る
こ
と
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
」
と
は
、
細
胞
診

（子
宮
頸
部
か
ら
採
取
し
た
細
胞
に
よ
り
行
う
検

査
及
び
診
断
を
い
う
。
）
と
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
核
酸
検
査

（子
宮
頸
が
ん
に
関
与
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
の
有
無
を
診
断
す
る
た
め
の
検
査
を
い
う
。
）
を
併
用
し
て
行
う
検
査
及
び
診
断
を
い
う
も
の
と
す
る

こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
条
関
係
）

第
二
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
等

一　

子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
の
策
定

１
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
確
実
な
予
防
を
図
る
た
め
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
施
策
を
円
滑
か
つ
着
実
に
実



施
す
る
た
め
の
方
針

（以
下

「
子
官
頸
が
ん
予
防
方
針
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

レ

Ｃ

。

子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
を
推
進
す
る
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

子
宮
頸
が
ん
及
び
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
並
び
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
に
関
す
る

国
民
の
意
識
の
啓
発
に
関
す
る
事
項

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
事
項

子
官
頸
が
ん
予
防
検
診
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
事
項

子
官
頸
部
の
前
が
ん
病
変
に
係
る
適
切
な
医
療
の
提
供
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
事
項

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

子
官
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に
当
た

っ
て
の
関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
力
に
関
す
る
事
項

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
の
状
況
の
把
握
及
び
分
析
に
関
す
る
事
項

そ
の
他
子
官
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
円
滑
か
つ
着
実
な
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

三

⑨ ③ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ②  ①



四

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
官
頸
が
ん
予
防
方
針
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
国
際
的
動
向

に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長

に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
及
び
厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

す
る
こ
と
。

５
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
を
策
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
。

６
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価
を
踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
三
年
ご

と
に
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
。

７
　
３
か
ら
５
ま
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
三
条
関
係
）

一
一　
関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
力



国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
機
関
、
健
康
増
進
事
業
実
施
者
、
教
育
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
確
実

な
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
に
当
た
り
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
四
条
関
係
）

〓
一　
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
の
状
況
に
関
す
る
登
録
制
度
の
実
施
の
促
進
等

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
検
証
及
び
見
直
し
に
よ
り
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
の

一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状

況
、
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変
の
発
生
及
び
保
有
の
状
況
、
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変
に
係
る
医
療
の
提
供
の
状
況
、
子

宮
頸
が
ん
へ
の
進
行
の
状
況
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
の
状
況
を
把
握
し
、
分
析
す
る
た
め
の
取
組
を
支
援
す
る
た

め
、
こ
れ
ら
に
係
る
事
実
を
収
集
す
る
た
め
の
登
録
に
関
す
る
制
度
の
実
施
の
促
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
五
条
関
係
）

四
　
財
政
上
の
措
置
に
つ
い
て
の
適
切
な
配
慮

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
第
三
の
二
６
及
び
第
二
の
三
５
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
子
官
頸
が
ん
の
予
防
に
関

す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
財
政
上
の
措
置
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

五



六

（第
六
条
関
係
）

第
三
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
具
体
的
な
施
策

一　

子
宮
頸
が
ん
及
び
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
等

１
　
知
識
の
普
及
及
び
意
識
の
啓
発

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
及
び
家
庭
教
育
に
お
け
る
子
官
頸
が
ん
及
び
子
宮
頸
が
ん
の
予

防
に
関
す
る
教
育
の
推
進
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
広
報
活
動
の
充
実
等
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
及
び
子
宮
頸
が
ん
の
予
防

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及
し
、
並
び
に
こ
れ
を
通
じ
た
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
に
関
す
る
国
民
の
意
識
の
啓
発
を

図
る
た
め
、
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
七
条
関
係
）

２
　
相
談
体
制
等
の
整
備

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
国
民
自
ら
の
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
予

防
措
置
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
的
確
な
情
報
の
提
供
及
び
適
切
な
指
導
又
は
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
体
制
の
整
備
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
八
条
関
係
）

一
一　
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
の
推
進



１
　
実
施
の
推
進
及
び
実
施
体
制
の
整
備

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
互
に
連
携
を
図
り
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
そ
の
者
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
適

時
か
つ
適
切
な
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
機
関
、
健
康
増
進

事
業
実
施
者
、
教
育
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、
こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種

へ
の
取
組
を
促
進
す
る
た
め
の
援
助
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る

た
め
の
体
制
の
整
備
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
九
条
関
係
）

２
　
予
防
効
果
の
観
点
か
ら
の
重
点
化

①

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
お
け
る
子
宮
頸
が
ん
の
罹
患
の
現
状
を
踏
ま
え
、
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
予
防
効
果
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
の
年
齢
の
者
に
対
す

る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
確
実
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
特
に
重
点
を
置
い
て
推
進

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

０

に
よ
り
重
点
を
置
い
て
推
進
さ
れ
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
あ

っ
て
、
①

の
範
囲
の
年
齢
の
者

七

(2)



八

の

一
般
的
な
心
身
の
発
達
の
程
度
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
防
効
果
の
持
続
期
間
と
の
関
係
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
年
齢
と
し

て
政
令
で
定
め
る
年
齢
の
者
に
対
す
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

（特
別
区
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
が
こ
れ
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
医
療
機

関
及
び
教
育
機
関
に
対
し
、
当
該
市
町
村
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
必
要
な
協
力

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
条
関
係
）

３
　
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
の
た
め
の
情
報
の
提
供
等

①

厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
、
市
町
村
、
健
康

増
進
事
業
実
施
者
、
医
療
機
関
、
教
育
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
そ
の
有
効
性
及
び
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
事
項
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
に
当
た
り
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
な
情
報
の

提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

②

厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
保
護
者

（親
権
を
行
う



者
又
は
後
見
人
を
い
う
。
）
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性
及
び
安
全
性
に
関
す
る
事
項
、

接
種
時
期
及
び
接
種
回
数
そ
の
他
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
又
は
受
け
さ
せ
る
こ
と
の
判
断
に
資
す

る
重
要
な
事
項
に
関
す
る
情
報
が
確
実
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十

一
条
関
係
）

安
全
な
実
施
の
た
め
の
措
置

厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
研
修
の
機

会
の
確
保
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
安
全
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
二
条
関
係
）

５
　
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給
の
確
保
及
び
研
究
開
発
等
の
促
進

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
よ
う
、
必
要
な
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
子
官
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
子
宮
頸
が

ん
の
予
防
効
果
の

一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、
予
防
効
果
の
高
い
新
型
の
ワ
ク
チ
ン
並
び
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
予
防
効
果
の
持
続
性
の
向
上
及
び
接
種
回
数
の
減
少
に
よ
る
こ
れ
を
受
け
る
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が

九



一
〇

で
き
る
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
関
す
る
調
査
研
究
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
（第
十
三
条
関
係
）

６
　
国
庫
補
助

①

国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
２
０

に
よ
り
市
町
村
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
こ

れ
に
要
す
る
費
用
の
全
部
を
補
助
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

②

①

の
ほ
か
、
国
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
者
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
四
条
関
係
）

〓
一　
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
実
施
の
推
進

１
　
実
施
の
推
進
及
び
実
施
体
制
の
整
備

①

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
互
に
連
携
を
図
り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
実
施
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
健

康
増
進
事
業
実
施
者
及
び
医
療
機
関
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、
こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
子
官
頸
が
ん
予
防
検
診

へ
の
取

組
及
び
必
要
な
人
材
の
確
保
を
促
進
す
る
た
め
の
援
助
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
実
施
す

る
た
め
の
体
制
の
整
備
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



②
　
①

に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
当
た

っ
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診

の
受
診
率
の
向
上
が
、
子
官
頸
部
の
前
が
ん
病
変
の
早
期
発
見
と
適
切
な
医
療
の
提
供
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
へ
の
進

行
の
防
止
及
び
生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
受
診
し
よ
う
と
す
る
者
が

そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
受
け
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
五
条
関
係
）

２
　
市
町
村
が
行
う
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
拡
充
に
よ
る
実
施

厚
生
労
働
大
臣
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
検
診

（健
康
増
進
法
に
よ
り
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
に
ま
で
拡
充
し
て
実
施
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
受
診
を
促
す

た
め
の
通
知
の
送
付
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
受
診
率
の
向
上
に
資
す
る
た
め
の
措
置
が
併
せ
て
と
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
よ
う
、
市
町
村
に
対
し
必
要
な
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
援
助
そ
の
他
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

３
　
適
切
か

つ
有
効
な
実
施
の
た
め
の
情
報
の
提
供
等

（第
十
六
条
関
係
）



一
二

①

厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
、
市
町
村
そ
の
他
の
健
康
増

進
事
業
実
施
者
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
実
施
す
る
者
に
対
し
、
子
官
頸
が
ん
予
防
検
診
の

項
目
及
び
方
法
並
び
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
実
施
に
当
た
り
留
意
す
べ
き
事
項
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
結

果
に
関
し
通
知
に
記
載
す
べ
き
事
項
及
び
当
該
受
診
者
に
対
し
て
説
明
す
べ
き
内
容
に
関
す
る
事
項
等
子
宮
頸
が
ん

予
防
検
診
の
実
施
に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

(2)

厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
安
全
性

及
び
有
効
性
、
検
査
の
方
法
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
結
果
に
応
じ
た
対
処
の
方
法
そ
の
他
の
子
宮
頸
が
ん
予
防

検
診
を
適
切
か
つ
有
効
に
受
診
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が
確
実
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
七
条
関
係
）

子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
精
度
の
向
上
の
た
め
の
施
策

①

厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
官
頸
が
ん
の
確
実
な
予
防
に
資
す
る
よ
う
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修

の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
精
度
の
高
い
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
知
識
及
び
能
力



を
有
す
る
人
材
の
育
成
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

②

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
精
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
の
方

法
等
に
関
す
る
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
活
用
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
八
条
関
係
）

５
　
市
町
村
に
対
す
る
国
庫
補
助
等

①

国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
２
に
よ
り
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
に
ま
で
拡
充
し
て
市
町
村
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん

検
診
の
う
ち
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
効
果
の
観
点
か
ら
特
に
そ
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
な
政
令
で
定

め
る
年
齢
で
実
施
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
の
全
部
を
補
助
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

②

①

の
ほ
か
、
国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
に
ま
で
拡
充
し
て
市
町
村
が
実
施
す
る
子
宮
頸

が
ん
検
診
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
九
条
関
係
）

四
　
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変
に
係
る
適
切
な
医
療
の
提
供
の
実
施
の
推
進

厚
生
労
働
大
臣
は
、
子
官
頸
が
ん
予
防
検
診
の
結
果
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病
変
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
子
宮
頸

一
一一一



一
四

部
の
前
が
ん
病
変
の
状
態
に
関
す
る
的
確
な
診
断
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
適
切
な
対
処
に
よ
り
子
宮
頸
部
の
前
が
ん
病

変
が
子
宮
頸
が
ん
に
進
行
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
適
切
な
医
療
の
提
供
に

関
す
る
研
修
の
機
会
の
確
保
そ
の
他
の
適
切
な
医
療
の
提
供
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
二
十
条
関
係
）

第
四
　
施
行
期
日
等

一　
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（附
則
第

一
項
関
係
）

一
一　
検
討

政
府
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
状
況
等
を
勘
案
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
法
制
上

の
位
置
付
け
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
検

討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

〓
一　
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（附
則
第
二
項
関
係
）



◎
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
表

○
厚
生
労
働
省
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
九
十
七
号
）

（抄
）

（附
則
第
二
項
関
係
）

（所
掌
事
務
）

第
四
条
　
厚
生
労
働
省
は
、
一剛
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務

を

つ
か
さ
ど
る
。

一
～
十
七

　

〔略
〕

十
七
の
二
　
が
ん
対
策
基
本
法

（平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る

こ

し
こ
。

刊
劇

ヨ

Ｊ

コ

到

引

鋼

酬

劃

厨

到

州

鞘

調

鰤

剛

到

目

コ

謝

ヨ

ゴ
目

調

創

「

―

国

劇

∃

刻

『

「

日

∃

割

劃

葛

到

引

綱

引

方
針
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
ｃ

刊
Ｊ
硼
州
　
肝
炎
対
策
基
本
法

（平
成
二
十

一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
九
条

第

一
項
に
規
定
す
る
肝
炎
対
策
基
本
指
針

の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。

十
八
～
百
十

一
　

〔略
〕

２

　

〔略
〕

（厚
生
科
学
審
議
会
）

第
八
条
　
厚
生
科
学
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を

つ
か
さ
ど
る
。

一　

厚
生
労
働
大
臣
の
諮
間
に
応
じ
て
次
に
掲
げ
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議

（傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

（所
掌
事
務
）

第
四
条
　
厚
生
労
働
省
は
、
一馴
条

の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務

を

つ
か
さ
ど
る
。

一
～
十
七

　

〔
略
〕

十
七
の
二
　
が
ん
対
策
基
本
法

（平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る

こ

と

。

刊
日
司
ヨ
　
肝
炎
対
策
基
本
法

（平
成
二
十

一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
九
条

第

一
項
に
規
定
す
る
肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。

十
八
～
百
十

一
　

〔略
〕

２

　

〔略
〕

（厚
生
科
学
審
議
会
）

第
八
条
　
厚
生
科
学
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を

つ
か
さ
ど
る
。

一
　

厚
生
労
働
大
臣
の
諮
間
に
応
じ
て
次
に
掲
げ
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議

-1-



す
る
こ
と
。

イ
　
疾
病
の
予
防
及
び
治
療
に
関
す
る
研
究
そ
の
他
所
掌
事
務
に
関
す
る

科
学
技
術
に
関
す
る
重
要
事
項

口
　
公
衆
衛
生
に
関
す
る
重
要
事
項

一
一　
前
号

口
に
掲
げ
る
重
要
事
項
に
関
し
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
関
係
行
政

機
関
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

〓
一　
厚
生
労
働
大
臣
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
諮
間
に
応
じ
て
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
あ
ん
摩

マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
又
は
柔
道
整
復
師
の
学
校
又
は
養
成
所

若
し
く
は
養
成
施
設
の
指
定
又
は
認
定
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議

す
る
こ
と
。

四
　
引
引
酬
欄
「
創
「
囲
樹
日
詞
国
翻
側
Ⅶ
「
週
口
劇
躙
刻
鮒
日
「
副
瑚
習
明
日
「
闘

測
洲
副
棚
翻
側
Ⅶ
日
「
ｄ
剥
羽
刻
馴
目
日
劇
副
引
刻
劇
冽
周
羽
潮
刷
洲
劇
刻
倒
剰
司

刊
回
矧
「
、
検
疫
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百

一
号
）
及
び
生
活
衛
生

関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
そ

の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

２
　

〔略
〕

（が
ん
対
策
推
進
協
議
会
）

第
十

一
条
の
三
　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
が
ん
対
策
基
本
法
冽
び

引
嘲
□
「
制
劉
洲
悧
□
固
釧
刻
冊
洲
コ
Ⅶ
州
劇
則
「
劉
潤
日
馴
謝
Ⅵ
「
日
引
到
『
到

づ
ｑ
鋼
制
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

す
る
こ
と
。

イ
　
疾
病
の
予
防
及
び
治
療
に
関
す
る
研
究
そ
の
他
所
掌
事
務
に
関
す
る

科
学
技
術
に
関
す
る
重
要
事
項

口
　
公
衆
衛
生
に
関
す
る
重
要
事
項

一
一　
前
号
口
に
掲
げ
る
重
要
事
項
に
関
し
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
関
係
行
政
機

関
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

〓
一　
厚
生
労
働
大
臣
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
あ
ん
摩

マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
又
は
柔
道
整
復
師
の
学
校
又
は
養
成
所

若
し
く
は
養
成
施
設
の
指
定
又
は
認
定
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議

す
る
こ
と
。

四
　
剌
測
相
劇
ョ
Л
ｕ
劇
び
感
測
網
劇
ヨ
馴
「
ｑ
刈
引
刻
劇
目
倒
□
刷
「
劉
潤
日
川
刊

成
刊
引
潤
創
劉
「
刊
洲
ヨ
】
、
検
疫
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百

一
号
）

及
び
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

〔略
〕

（が
ん
対
策
推
進
協
議
会
）

第
十

一
条
の
三
　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
が
ん
対
策
基
本
法
【
コ

冽
「
日
利
づ
列
Ｎ
¶
料
期
「
笥
淵
「
Ｊ
「
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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